



稲 津 一・ 芳
は じめに
「アングロサ クソ ン時代以後,書 き言葉 として英語 を定期的 に使用 した最初の王」 ωと言 われ
たヘ ンリー5世 の治世 は,残 念 なが ら短命 に(1413-1422)終 ったが,英 語通信文 に対する彼の
影響力 は非常に大 きく,英 国での英文 レターは1425年 以後急増 した。
事実,パ ス トン家,ス トナー家,セ リー家,プ ランプ トン家な どの書簡集に見 られ るように,
英文 レターは,特 定の上流階級 の人々だけでな く,新 興階級 の商人 などにも普及 し,実 生活の場
で も使用 されるようになった。
もちろん当時は,公 的な通信文 と私的 なもの との区別 はな く,内 容の公私混同は珍 しくなかっ
た。商取引 に関す るレターでも,ビ ジネスに関する用件以外 に,家 族,友 人の健康問題や身の回
りの変化 など私 的な事柄 を加味す るのが一般的であ った。そのため当時の発信者 は,一 定の書式
を意識 しなが らも,自 分の思いを自由に,冗 長に書 くのが普通であった。
しか し,当 時の商人 レターには,(ビ ジネス)レ ター としての共通の書式 ・ス タイル,傾 向が
見 られた。 これは,初 期の通信文が当時の専 門家 とされた写字生,書 記 の手によるため と思われ
る。大半の事務 を担当 していた彼 らは,発 信 レターの写 しや受信 レターを保管 してお き,必 要 に
応 じてそのファイルを開け,参 考 にした り,時 には書式や表現 をその まま流用 したはずである。
や が て16世 紀 にな り,英 語通 信文 が ます ます 広 く活用 され る ように なる と,通 信 文(レ
ター)の 書 き方は,特 定の人(上 流階級の人や専門家)の 能力 ・知識の一・部 として保有 されたま
まではい られな くなった。印刷技術 の発達,活 字文化 の浸透 と共 に,英 文 レターの書 き方に関す
るハ ウツウもの,レ ターマ ニュアルが求め られるようになったのは自然の成 り行 きであった。
1568年,最 初の英文 レターマニュアルTheEnimieofldlenesseが 世に出て以来,続 々 と人気の
高いマニュアルが発行 されるようになった。
本章では,下 記16世 紀のマニュアル を中心 に(2),当 時の通信文(レ ター)の 書 き方,書 式 ・
ス タイルなどの特徴 を明 らかにす る。 また,モ デル レター と実際 の商人 レター との比較 を通 し
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1.通 信 文(レ ター)に つ い て
16世 紀 は まだ通信手段が広 く一般 に普及 していなかった と思われるが,通 信 手段 として比較
的容易 に活用で きるレターは当時,ど のように考 え られていたのであろ うか。現代 と比べ ものに
ならないほ ど重要であったこ とは容易 に想像で きる。
当時の レターの役割 ・機i能について,
「書簡あるいは レターは,お 互いに離れている者 同士があたか も目の前 にいるかのように
自分の考 えを明 らかにした文書 にほかな らない」(1-pp.1-2)
「書簡あるいは レターは,不 在者間の一種 の話 し合い,も しくは情報伝 達(コ ミュニケー
ション)で ある」(1-"AnEpitomeofPrecepts")
「書簡 は,一 般的 に呼ばれるレターの こ とで,不 在者 の意思 を伝 える とい う役割 か ら,
メ ッセ ンジャーあるいは不在者の親 しいス ピーチ と呼ばれる。つ ま り,レ ターが相手 に
届いた場合には,そ の中で不在者の心の中に浮かんだ,言 いたいことすべてが明 らかに
なる」(皿 一P.1)
「(書簡 は)あ る不在の友人か ら他 の友人へ の親 しみのある相互の談話である」 佃 一p.8)
などと指摘 されている。
16世 紀 時代 の レターは,直 接会 って話 しので きない友人 に自分 の思いを伝 えることので きる
数少ない通信手段のひ とつで,対 面的な話 し合いを補完する もの と考え られていた。従 って,レ
ターの活用 によ り,当 事者たちは,
「お互いが遠 くに離れている場合で も,あ たか も友人同士が談笑 し,楽 しい時 を過 ごした
かのように,心 と心の触 れ合 いか ら生 じる喜びが得 られた」(1-p.3)
はずである。
このように,遠 距離 間の空間を埋めるのに重要な役割 を担 った レターは,具 体的にはどの よう
に書けばいいのであろ うか。
2.通 信 文(レ ター)の 書 き方 につ い て
当然の ことなが ら,当 時の人々は,レ ターの書 き方に関 してはほ とん ど素人同然であった。そ
のためマニュアルの著者(フ ルウッド)は,
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「熟練者はあま り教師を必要 としない。教えを必要 としているのは未熟 な学生である。そ
のため,私 の(出 版の)意 図は,無 学 な人が レター を書 くのに最 も役立つであろ う規則
や教 え をこの本で提示す ることであ り,こ の ような指示 は有益かつ必要であ る」(1一
序文)
と,マ ニュアルの対象 を無学な人 に限定 している。
また,あ る著者(フ レミング)は,そ の対象 を学のある人 と無学の人 に分 け,十 分な知識 と判
断力 を持 った学のある人に対 しては,
「私は,余 暇の活用のために読 んだ り,楽 しみなが ら精読す るために本書を提示す る。 な
ぜ なら,学 ぶ ことの退屈 さは,楽 しみの要素が混ざることによって軽減 されるとい うこ
とを自分 自身の経験か ら学んだ」(卜 序文)
と,読 書の楽 しみ を強調 している。一方,無 学 な人 に対 しては,
「私 は,理 解を妨げる敵対者や天敵 ともい うべ き無知に備 えた り,対 抗するため に必要な
手段(守 るべ き武器)と して本書 を提供す る」(1一 序文)
と,そ の教 えの有用性 を説いている。ここでは,マ ニ ュアルを手にす ることに より,学 のある人
には楽 しみを,無 学な人には有益iな教 えをもた らす と強調 されている。一般的にい うと,マ ニュ
アルの性格上,レ ターの初心者が基本か ら学べ るように意図 されているのが大半である。
(1)望 ましい書 き方
一般に人は
,レ ターに限 らず 「書 く」 とい う行為 に構 えて しまう。 ま して書 くことにあまり慣
れていない当時の人々に とって,筆 を取ることは特別 なことであった。 当時の人は,レ ターで自
分の意図をわか りやす く伝 えるこ とよりもその形式にこだわ り,表 現 も日常の言葉ではな く,硬
い言い回 しにな りがちであった。
そこでまず,発 信者 は,レ ターを書 く場合の心構 え として,
① 自分 の知識,能 力以上 のもの を書いてはいけない。
② 風変 わ りな未知の表現 で書いてはいけない。
など,教 え られている(1-p.g)。 レター には
「一般的かつ親 しみのある言葉で十分である。あま り一般的でない回 りくどい表現や ラテ
ン語か ら引用 された街学的な言い回 し,卑 しい ・野卑 な語句の使用は避けなければな ら
ない」(1-P.10)
のである。従 って,レ ターの発信者 は,
① 適切 な単語 と文章 を選択する。
② 簡潔な説明を行 う。
③ 話題に相応 しい内容 にす る。
ことが必要 となる(皿P.2)。 実際にレターを書 く場合には,
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「い ろい ろ な状 況 の 中か らどの よ うな内容 の もの にす べ きか,特 定 の話題 を選 び,そ れ を
どの よ うに表 現 す る か考 え る。次 に,そ れ らの表 現 を文 法 的 に正 し く配置 す る。 そ し
て,相 手 へ の訴 求 度 を高 め る た め の効 果 的 な修 辞 学 上 の ス タ イ ル(雄 弁 術)を 採 用 す
る」(皿 一P.9)
「主題 とな る問題 を整 理 し,そ の重 要性 を認 識 す る。 そ の上 で,書 く相 手 の立 場,状 況 を
十分 理解 し,相 手 に相応 しい統 一 され た文 章 で書 く」(V-p.4)
こ とが求 め られ る。
具体 的 には,以 下4項 目に注 意 して書 けば よ り望 ま しい レ ター とな る(V-pp.6-8)。
① 簡 潔("brevity"):レ ター は,論 文や 講演 と異 な り,な るべ く手 短 に書 く。 一種 の単
語 の節 約 が必 要 となる。 そ の ため には,問 題 の経 緯 を よ く検 討 し,自 分 の意 図が
相 手 に正確 に伝 わ る的確 な語 句 を用 い,内 容 を明 白 にす る。取 るに足 りない細 か
い事項 は排 除 し,必 要 と思 われ るこ とだ けに 限定 す れ ば よい。 無駄 な賛辞,前 置
き,挿 入 句,不 必 要 な 比 喩,本 筋 か らず れ た 説 明 な ど は 避 け る。 ま た,"not
only,butalso""bothoneandtheother""wherebyitcomethtopass"な どの多用








の方 が よ りわ か りやす い。
② 明瞭("perspicuity"):こ の 問 題 は,前 項(「 簡 潔」)に も関連 す る。語 句 が 少 なす ぎ
る とス ピー チが不 明瞭 に なる。 逆 に,多 す ぎるの もわか りに くい 。長 文 の説 明 と
簡 単 な メモ の場合 も同様 で あ る。 明瞭 な説 明 に どの く らいの分 量 が必 要 か,そ の
判 断 が難 しい。 明瞭 さ を出 す ため に,自 分 の用件 を よ く考 え,ま とめた もの を口
頭 で 説明 し,他 の人 に評価 して も らう方 法 が あ るが,話 し下手 の 学者 の例 にたが
わず,上 手 な説 明 と優 れた 内容 は必 ず し も一致 しな い。幸 い に も,書 くことは話
す こ と と異 な り,書 か れた もの は最 終 的 には 目で確 認,訂 正す る こ とが で き る。
我 々は,自 分 の用 件 を よ く考 え,必 要事 項 を書 き留 め,何 回 も検 討,訂 正 を繰 り
返 す 。そ うす る こ とに よって,よ り良 い ものが 生 まれ る。
③ 平易("plainness"):自 分 の 主張 を明 らか にす る場合,読 者 が 容易 に理 解 で きる よう
に,意 味 が正確 に伝 え られ,し か も洗 練 され た語 句 を使 う必要 が あ る。多 くの表
現 の 中か ら的確 な語句 を選択 しな け れ ば な らな い。例 え ば,「 豊富 」 を言 い表 す
場合,同 義 語"store""choice"``plenty""copiousness""variety"の 中か ら状 況 に相
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応 しい ものを選ばなければな らない。同 じように,当 時 よく使われていた,い わ
ゆる時代の香 りのす る語句"apprehensiveness"``compliments""spirit""accommo-
date"な ども正 し く用 いる必要がある。説得力のある表現や修辞 を凝 らした文な
どを活用すればsレ タ0が 生 き生 きとなり,活 力 も生 じる。
④ 敬意("respect"):レ ターで どの ような問題 を扱 うべ きか,自 分 自身にとって何が相
応 しいか,相 手 にとって何が適 しているかなど,状 況 を見分ける的確 な判断が求
め られる。特 に,上 位の人 にレターを出す場合,相 手 の興味 に応 じて,親 しく書
くか,恭 しく書 くか,相 手の理解力や時間的余裕 を斜酌 して,簡 単 に書 くか,詳
しく書 くか など,決 めなければならない。その際,「 神 に奉仕 しなさい。そ うす
れば残 りの者はあなたに奉仕するで しょう」の ごとく,神 に敬意 を払い奉仕す る
ことによ り,自 分 の能力が高め られるこ とがある。神 に対するの と同 じように,
レターの相手 に対 して畏敬 の念 を抱 くこ とを忘れてはな らない。
上記④で神 に言及 しているように,当 時の人々の 「神」 に対す る思いは特別 で,常 に神 に感謝
す ることは,商 人にとって も必要であった。例 えば,若 い商人が初 めて外 国に行 く場合 に,
「目的地(港)に 安全 に到着 した らす ぐに,あ なたを慈悲深 く守って くれた神 に対 して心
か ら恭 しい感謝 の気持ち を捧 げること」(IV-p.g)
「最 も重要なことは,全 能の神に対する従順 な奉仕 を忘れてはならない。毎朝,毎 夜,神
に祈 り,温 か く守 って くれたことに謙虚 に感謝すべ きである」(W-p.11)
な ど,若 者の 「神へ の信仰」の大切 さが強調 されている。
また,若 い商人が異国で生活す る場合,
「スペイ ンなどの外 国にいる場合は常 に,慎 重 な行動や態度 を取 るように心がけ,現 地 の
人 に対 しては,低 姿勢で礼儀正 しく接する。 また,現 地の法律や習慣 を学び,守 る必要
が ある」(IV-PP.10-11)
「すべての人 に対 し常 に,自 分 自身の態度を低 く,礼 儀正 しく,親 切にす ること。優 しく
控 え 目に振舞 うことによって,自 分 の怒 りや悪感情 を和 らげた り,友 人 との友好 関係 を
深 めることができる」(IV-p.10)
な ど,倫 理 ・道徳 の大切 さも教 えている。
当時は誰 で も,可 能な限 り相手 を敬 うことが求め られていた。 この考えは,レ ターの書 き方に
も強い影響 を与 えている。
(2)上 下関係(階 級)を 意識 した書 き方
当時は依然 として階級社会で,人 々は常 に,相 手の社会 的地位 を意識せざるを得なかった。 レ
ター といえども,相 手の地位 によって書 き方 を変える必要があった。例 えば,
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「本書 の教 えは,受 信 者 の 身分(上 位者,同 等者,下 位 者)に 応 じた,あ らゆ る種 類 の レ
ターの書 き方 につ い て完全 な基 礎 を示 す こ とで あ る」(II一 表紙)
と,上 下 意識 の必 要性 が 強調 され てい る。発 信 者 は常 に,
「受 信者 を 自分 よ り上 位 の者(皇 帝,王,君 主 な ど),同 等 の者(商 人,市 民 な ど),下 位
の者(使 用人,労 働 者 な ど)と に分 けて書 く」(1-p.3)
必 要が あ り,社 会 的地 位(階 級)を 意 識 しな けれ ば な らない。例 え ば,上 位 者 で あ る聖職者 宛 の
場合,
「神 と呼 ばれ るほ ど高 い地 位 なの で,十 分 に尊 敬 しな けれ ば な らない。 しか し,理 由 もな
しに過 度 に賞 賛 した り,お 世 辞 を言 う必 要 は ない。 基本 的 には,相 手 の気 持 ち を害 しな
い よ うに,軽 率,無 分 別 に書 か ない よ うに気 をつ けれ ば よい。」
また,同 等 者 で あ る友 人宛 の場合,
「内容 が 楽 しい もの な ので,長 くて も短 くて もよい。」
さ らに,最 も書 きに くい敵対 者 宛 の場合,
「非 難 や議 論 にな りやす い ので,な るべ く簡 潔,用 意周 到 に書 く。」
な ど,わ か りやす く説明 されて い る(1-pp.8-g)。
また,形 式 に もこだ わる必 要 が ある。 レ ター を終 える時 に発信 者 は,










③ 下 位 者 に対す る場 合(「 左 側 」 に書 く):
"Byyours
,&c."
な ど,相 手 の地位 に応 じた結 尾 語 の表現 だけ で な く,末 尾(結 尾語 ・署名)の 位 置 も変 え なけ れ
ば な らなか った(1-pp.4-5)。 も し当時 の人 々が この教 え に従 った書 き方 を尊重 して い た と した
ら,当 時 の レターの 末尾 を一 見 しただ けで,発 信 者 と受信 者 の上下 関係 が わか る こ とにな る。
この外 見 上 の形 式 だ けで な く,書 き方 の ス タイ ル ・トー ンに も気 をつ け なけれ ば な らない 。発
信 者 は,レ ター の内容 に応 じて,
① 王,皇 帝 な どの 身分 の高 い人 の勇 敢 な行為 な どに触 れ る場 合 に は,修 辞 的 な比 喩,文
彩 を駆 使 して格 調 高 く("Sublime")書 く。
② 日常 の 出 来 事 や 案 内状 な ど,最 も単 純 な,い わ ゆ る社 交 文 の 場 合 に は,控 え 目 に
("Humile")書 く。
③ 一 般 的 な事 件 の 解 説 や 説 明 な ど,内 容 的 に高 ・低 の な い 事 柄 の 場 合 に は,普 通 に
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("Mediocre")書 く。
こ と も求 め られ た(皿 一p.10)。 い わ ゆる ビ ジネス レター は上記 ② の書 き方 が あて は ま る。
こ の よ う に,レ タ ー を 書 く 時 に は,発 信 者 は 常 に 受 信 者 の 地 位 を 意 識 し,不 快 に さ せ な い よ う
な 相 手 の 立 場 に 相 応 し い 修 飾 語 を 採 用 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば,以 下 の よ う な 例 は,受 信 者 の 職
業,身 分 に 応 じ て 書 き 分 け る 際 に 非 常 に 参 考 に な る(II-"AnEpitomeofPrecepts")。
① 専 門 職 の 者 宛 の 場 合:
一 聖 職 者:Grave
,Sincere,1£amed,Devout,Religious,Perfect,Holy,Singular,&c.




一 法 律 家:Skil血1
,Cunning,Learned,Wise,Singular,&C.

















③(貴 族)婦 人 宛 の 場 合:Honest,Dertuous,Noble,Matchless,Modest,Sober,Wise,
Discrete,&c.
④(未 婚)女 性 宛 の 場 合:Fair,Wellfavoured,Beautiful,Shamefaced,Amiable,Well
natured,Chaste,Unspotted,True,Unstained,&c.
⑤ 若 者 宛 の 場 合:Honest,Sober,Ofgood&greathope,Liketoprovewell,Witty,
Generous,&c.
⑥ 軍 人 宛 の 場 合:Valliant,Hardy,Manful,Venturous,Cunning,Conquerable,Worthy,
&c.
⑦ 職 人 宛 の 場 合:Painful,Perfect,Approved,Skil血1,Excellent,Cunning,Fine,Singu-
lar,&c.
ま た,上 下 関 係 を 意 識 し た 宛 名 の 書 き 方 と し て,
① 上 位 者 に 対 す る 場 合:
相 手 に 十 分 敬 意 を 示 す よ う な 宛 名(名 前,住 所,役 職 な ど)の 書 き 方 が 必 要 で
あ る 。 相 手 を 敬 う た め の 修 飾 語 と し て,"mosthigh""mostmighty""righthon一
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ourable""mostredoul)table""mostroyal""mostworthy""mostrenowned"な ど,





② 同 等 者 に 対 す る 場 合:
相 手 を 敬 う の は 上 位 者 の 場 合 と 同 じ で あ る が,こ こ で は や や 親 し み を 持 っ て 書
く。 修 飾 語 は,"wise""sage""honourable""worshipfu1""discreet""renowned"な
ど,最 上 級 の 使 用 は ま れ で あ る 。
例:Totherightworshipfulsuchaone,MerchantandCitizenofLondon,
Tohis血ostassured(ortruly)friendsuchaone,&c.,
③ 下 位 者 に 対 す る 場 合:
こ ち ら の 意 図 を 十 分 理 解 し て も ら う た め に,簡 潔,単 純 に す る 。 目 上 の 人 に は
``You"
,下 位 の 者 に は`Thou"な ど,呼 び か け の 違 い に は 気 を つ け る 。
例:TohislovingSonsuchaone,
Tohistrulyservantsuchaone,&c.,
な ど,注 意 し な け れ ば な ら な い(1-pp.3-7)。










な ど,参 考 に な る(N-p.19)。
上 記 宛 名 の 例 に 加 え て,比 較 的 書 く の が 難 し い と さ れ て い る レ タ ー 本 文 の 冒 頭 と 末 尾 に 関 し
て,初 心 者 が 容 易 に ま ね ら れ る よ う な 具 体 的 な 表 現 例 が 示 さ れ て い る 。
① 冒 頭 の 挨 拶,
"Afterour(ormy)h
.eariycommendationsuntoyourL.(oryou)"
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な ど,様 々 な 例 が 見 ら れ る(皿 一pp.12-16)(3)。
このような例 を参考 にすることに関 して,あ る著者(フ レミング)は,
「医者が患者の病気 を治す ため に,い ろいろな種類 の薬 を使 うの と同 じように,あ なた
(読者)は,様 々な人々に レター を正 しく書 くために,本 書か ら多 くの先例や例文 を利
用 することがで きる」(II一序文)
と,述 べている。確かに,初 心者で も,多 くの例文や表現 に接す ることに より,正 しいレターの
作成が比較 的容易 に可能になった もの と思われる。
これまで述べたような通信文(レ ター)の 書 き方 を学ぶ ことによって,人 は どの ようなメリッ
トが得 られるのか。当然実務(商 取 引)に 役 立つ ことは言 うまで もない。 レター の専 門家(秘
書)と して重宝 されていたこ とは容易 に想像 できる。
3.秘 書 の 役 割
経済 ・社会活動の規模 と範囲が広が り,交 通手段 の発達が著 しくなる と,日 常生活や商活動の
円滑 な運営 ・遂行のために,遠 距離間の者 同士の連絡が必要 となった。特に商取引の場合,通 信
業務 は一・部の専 門家 の手 に委ね られていた。
「(秘書の役割のうちで)レ ターを正確 に書 くこ とが秘書 に課せ られた主要業務 のひとつ
である」(皿 一序文)
「(秘書は)主 人の指示通 りに,種 々の レターを完壁 かつ迅速 に処理す ることが求め られ
る」(皿 一序文)
な ど,秘 書の役 割は大 きかった。
さらに,事 務専 門家である秘書は,上 記の能力に加 えて,倫 理 ・道徳上の観点か ら,秘 書の忠
誠心 と信頼性が必要 とされた。例 えば,秘 密事項の取扱 いに関 して,
「すべての家のクローゼ ッ ト(収 納小部屋)は,第 三者の意思ではなく,そ の家の所有者
の権限に基づいて秘密 を保管す る所である。秘書 も同様 に,主 人の秘密 を守 る立場 にあ
り,常 に主人の指示 に従 わなければならない。 クローゼ ッ トに固有の扉,錠,鍵 がある
ように,秘 書 にも当然,情 報 を漏 らさない正直 さ,注 意深 さ,忠 実 さが求め られる」
(皿一p.103)
と,指 摘 されている。
当時の秘書は男性が主で,そ の理想像 は非常 に高 く,秘 書 はラテ ン語,歴 史な どの教育 ・教
養,育 ちの良 さ,外 見の良さな どの家庭環境,人 を正 しく評価す る判 断力な どが求め られた。 ま
た,望 ましい資質 として,誠 実,謙 遜,努 力,用 心深 い,勤 勉,機 知 に富む,学 問好 き,熱 心,
思慮深 い,元 気,正 直,酒 に溺 れない,書 くことが好 きな ど,挙 げ られているω。
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この ように,当 時の人々は レターを書 くことにそれ程慣れてお らず,特 に商取引においては専
門家 に任せ るのが普通であった。上記で指摘 された高い能力 と資質を備 えた有能 な秘書の活用 に
より,一 部の富裕者層は,レ ターを介 して商取引の円滑 な遂行 と共に,距 離 ・空 間を越 えた情報
の共有が可能になったのである。
4.モ デ ル レ タ ー
受信 者 に 内容 を わか りやす く伝 え よ う とす る と,当 然論 理 的 な書 き方 が求 め られ る。 比較 的短
い レターの場 合,そ の基 本 は三 部構 成 が望 ま しい 。例 えば,
「レタ ー本 文 の 構 成 は,大 前 提("Major"),小 前 提("Minor"),結 論("Conclusion")の
三 つ か ら構 成 さ れ て い る。修 辞 学 で い う と ころ の 「原 因」,「意 図」,「結 果」 に該 当 す
る。導 入 部 で本 題(テ ーマ)を 明 らか に し,次 にそ のテ ーマ の詳 細 な説 明 を行 い,最 後
に結 論 とい うべ き要 点 を明 らか にす る」(1-p.15)
と,具 体 的 な書 き方 が提 示 されて い る。
また,比 較 的長文 の レター の場合,演 説 や弁 論 の ス ピーチ の組 み立 て を参考 に した五 部構 成 も
指 摘 され てい る。例 えば,
「① 序論(Exordium),② 解 明(NarratioorPropositio),③ 確 証(Confirmatio),
④ 論駁(Confutatio),⑤ 結論(Peroratio)の 五つ の構 成 に基 づ い て書 く」(皿 一p.11)
と,教 えてい る(5)。 これ は,dictamen方 式 を踏 襲 した もので あ る。
この ような基本的なレター構成を参考に して書かれたモデル レターは,果 た して どのようなも
のであろうか。 ここでは,16世 紀 の特徴 と思われ る上下関係 を意識 した書 き方の指示 が,実 物
の レターにどのように反映されているか を見 ることにす る。
4一一1.レ タ ー 例
以 下,三 者(上 位,同 等,下 位)宛 の レ タ ー を そ れ ぞ れ 比 較,検 討 す る 。
① 上 位 者 宛
















本 状 で は,冒 頭 の 簡 単 な 挨 拶 の 後,通 知 表 現"youmaypleaseunderstandthat_"に 続 き,用
件(「 指 示 通 りの 船 積 」 「書 類 の 同 封 」 「商 品 の 無 事 到 着 」)を 伝 え,"Hereis...smallnews..."と
説 明 を 終 え て い る 。 最 後 に,や や 仰 々 し い 末 尾 の 挨 拶("prayingAlmightyGod_")が な さ れ て
い る 。 挨 拶 以 外 の 「商 品 が 無 事 に 到 着 す る こ と 」 を 祈 る 神 へ の 言 及("byGod'sgrace")も 見 ら
れ る 。























本状 では,定 型 の挨 拶 後,通 知表 現"therearecertifyingyou,that..."に 続 き,用 件(「 目的港
に無事 到着 した こ と」 「陸揚 は して い ない こと」 「現在 の市 況 は芳 し くな いが,販 売 の努力 をす る
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こ と」)が 述 べ られ て い る。後 半 で は,現 地 の 商 品 の 値 段 を詳 細 に示 し,終 りの 定 型("Little
news..."),仰 々 しい定型 の結 び(`Thustaldngmyleave,...")で 終 えて い る。 「無 事 到着 」 を感
謝 す る神へ の言及("Godbethanked")も 見 られ る。
レター(1)(2)か らわ か る ように,上 位 者 宛 と はい え,尊 敬 の 気持 ち を示 す た め の 冒頭 の挨
拶 は比較 的軽 い。 た だ,上 位者(主 人)へ の 連絡 とい う こ とで,型 通 りの挨 拶,定 型 の通知 表現
(Notification)に 続 き,用 件 に入 って い る。 末尾 はや や仰 々 しい 書 き方 が 採 用 され,用 件 説 明の
終 わ り"smallnews...""Littlenews..."で 終 え,最 後 に,神 に言及 した結 びの挨 拶,発 信 地 ・年
月 日 を記 し,下 位 者 か らの発 信 を示 す結 尾語("servant")で 終 えて い る。
② 同 位 者 宛
次 に,同 じ 立 場(地 位)同 士 の 通 信 例 は 以 下 の 通 りで あ る 。















本 状 で は,簡 単 な 挨 拶 の 後,用 件 に 入 っ て い る 。 最 初 に 船 積 の 通 知 か ら 始 ま り,商 品 の 値 段 や
輸 送 に 関 す る 各 地 の 情 報 に 基 づ き,販 売 の 指 示 を 与 え て い る 。 最 後 に,逐 次 業 務 の 進 捗 状 況 と 商
品 の 動 向 を 知 ら せ て く れ る よ う に 依 頼 し,定 型 の 結 び の 挨 拶("Thusinhaste_")で 終 え て い
る 。
2)レ タ ー 例(4)(1-pp197-198)
InDieppethe3.ofMay.1567.


















本 状 は,レ タ ー(3)に 対 す る 返 事 で あ る 。 冒 頭 で 簡 単 な 挨 拶 の 後,レ タ ー の 受 取 と 船 の 到 着
を 連 絡 し,次 に,送 付 さ れ て き た 商 品 の 処 理 報 告 と 現 地 で の 商 品 値 段 を 詳 細 に 教 え て い る
。 最 後
に,情 報 の 秘 密 厳 守 を 指 示 し,定 型 の 結 び の 挨 拶("Godprosper ...")で 終 え て い る 。
次 は 「お 金 」 に 関 連 す る 例 で あ る 。












本 状 で は,簡 単 な 挨 拶 の 後,発 信 レ タ ー に 言 及,そ の 中 で 述 べ ら れ て い た 用 件(「 指 示 通 り の
お 金 引 渡 し 」)を 確 認 し て い る 。 そ し て,相 手 の 正 確 な 対 応 を 調 べ る た め に
,手 形 の コ ピ ー の 送
付 を 依 頼 し,用 件 説 明 の 終 わ り 「以 上 」(`Thissuf丘ceth")と 定 型 の 結 び("Godkeepyou")で
終 え て い る 。
次 も同 じよ うな例 で あ る。
4)レ ター例(6)(1-pp.201-202)







本 状 で は,簡 潔 な 挨 拶 に 続 き,用 件(「 お 金 の 引 渡 し 」 「受 取 書 の 受 領 」)を 依 頼 し,定 型 の 結
び("fareyouwell")で 簡 潔 に 終 え て い る 。
上記 レター(3)(4)(5)(6)は,依 然 として冒頭,末 尾 に定 型の挨拶 文が挿入 され ている
が,あ まり仰 々し くはない。この ように,上 位者 に対する レターと比較 して,同 じような地位 の
者同士のレターには,や や直裁 的な書 き方が採用 されている。冒頭は簡単な挨拶の後,通 知表現
(Notification)な しに,す ぐ用件 に入 ってい る。末尾 も比較 的簡単 な定型 の終 り方 となってい
る。
以 下 の 例 文 も 同 じ よ う な 立 場 に あ る 関 係 者 間 の レ タ ー で あ る が,上 記 レ タ ー よ り も や や 冗 長
な,定 型 化 さ れ た 例 で あ る 。
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本 状 は,冒 頭 の定型 の挨拶 後,"'Thesearegiving..."と,こ れ まで の相手 の好 意 に感 謝 し,そ
の返 礼 を約束 したやや冗 長 な前置 きが な され て い る。 次 に,依 頼 事項(「 レター の転 送」 「お金 の
受取 」 「商 品の購 入 ・船積 」 「主 人へ の連 絡」)を 述 べ,最 後 に,度 重 なる依 頼 の 申 し出 を謝 って
い る。 定 型 の 用 件 説 明 終 了 表 現(「 以 上 」;``Littlenews _"),別 れ の 挨 拶(`Thustakingmy
leave,_")で 終 え てい る。


















本 状 は,レ タ ー(7)と 同 様 の 依 頼 状 で あ る 。 冒 頭 の 挨 拶,や や 冗 長 な 依 頼 の 前 置 き(`These
are_todesire_")の 後,用 件(「 商 品 の 受 取,販 売 」 「商 品 の 購 入 ・船 積 」 「残 金 の 託 送 」)を 細
か く依 頼 し て い る 。 最 後 に,返 礼 を 約 束 し,用 件 説 明 終 了 の 定 型(「 以 上 」;"Littlenews..."),
別 れ の 挨 拶("Thustakingmyleave...")で 終 え て い る 。
上記 レター(7)(8)は,こ れまでの レター(3)(4)(5)(6)と は異 な り,や や丁寧な書 き方
となってい る。 冒頭の挨拶,や や長い前置 き,用 件の説明,そ して説明終了表現(「 以上」),末
尾の挨拶 な ど定型化 され てお り,上 位者宛 レター(1)(2)と 同 じ書 き方であ る。 これ は,マ
ニュアルの著者(ブ ラウン)が 読者の書 きやす さ(モ デル レターを参考 に容易 にレターを書 ける
こと)を 強調 し,あ えて受信者 の地位 に応 じた書 き方 を採用せず,上 位者,同 等者宛に対 しても
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同一の様式 を指示 したため と思、われる。
③ 下 位 者 宛
書 き 方 と し て 簡 単 と 思、わ れ る 下 位 者 へ の レ タ ー 例 は 次 の 通 り で あ る 。
次 の 例 は,比 較 的 長 い 挨 拶 を 活 用 し た 例 で あ る 。



















本 状 は,外 国 に い る 従 業 員 へ の 連 絡 と い う 設 定 の た め か,用 件 に 入 る 前 に 長 い 導 入 部(前 置
き)が 活 用 さ れ て い る 。 こ れ は,遠 隔 地 で 苦 労 し て い る 相 手 へ の 思 い や り と考 え ら れ る 。 主 人 が
従 業 員 に 対 し て,連 絡 の な い こ とへ の 不 満 を 穏 や か に 伝 え て い る と 同 時 に,仕 事 が 川頁調 に 進 ん で
い る こ と へ の 希 望 を 明 ら か に し て い る 。 そ し て,用 件(「 船 の 到 着 予 定 」 「商 品 の 船 積 と 関 係 書 類
の 送 付 」 「商 品 の 販 売 」 「商 品 購 入 の 指 示 」)を 伝 え,末 尾 は 長 い 結 び の 挨 拶 と 結 尾 語("mas-
ter")で 終 え て い る 。 「船 の 無 事 到 着 」 を 祈 る 神 へ の 言 及("byGod'sgrace")も な さ れ て い る0
以 下 の 例 も 同 様 な も の で あ る 。
2)レ タ ー 例(10)(m-p.71)
AlbeitIhavemanyoccasionstowriteuntoyoubythisbearer,whichtimewillnotsuffermeto



















本 状 は,出 張 中 の 主 人 か ら 従 業 員 に 出 さ れ た も の で,連 絡 遅 れ の 言 い 訳 か ら 始 ま っ て い る 。 そ
し て,用 件(「 商 品 の 到 着 」 「明 細 書 の 保 管 」 「お 金 の 貸 付 と 書 類 の 受 取 」 「船 積 状 況 」 な ど)の 説
明 が 終 る と,再 度 言 い 訳 が ま し く,``Thehasteofthisbearer..."と 弁 解 し,至 急 帰 る 旨 の 伝 言 依
頼 と 結 び の 挨 拶,結 尾 語("master")で 終 え て い る 。 「商 品 輸 送 」 を 希 望 す る 神 へ の 言 及("by
God'sgrace")も み ら れ る 。
上記 レター(9)(10)は,下 位者宛の内容 にもかかわらず,冒 頭,末 尾 とも冗長 な挨拶が活用
され,必 ず しもマニュアルの指示通 りではない。 これ らのケースは,通 常な らば同 じ場所で働い
ているはずの両者(主 人 と従業員)が,あ る期 間離れ離れになっている状況下(出 張中)で の通
信 と思われる。冗長な冒頭,結 びの挨拶 の活用が逆 に,両 者の個人的かつ緊密 な関係 を表わ して
いる。
対 照 的 に 次 の 例 は,マ ニ ュ ア ル の 指 示 に 近 い 簡 潔 な 書 き 方 を 実 践 し た 例 で あ る 。













本 状 で は,冒 頭 の 挨 拶 も 結 び の 挨 拶 も 単 に レ タ ー 形 式 を 整 え る た め に と っ て つ け た よ う に 挿 入
し て あ る 。 用 件 の 説 明 も きつ い トー ン(こ れ ま で の 送 金 の 事 実 を 詳 細 に 説 明 し,当 方 の こ れ ま で
の 疑 問 に 対 す る 相 手 の 無 回 答 に 不 信 感 を 募 らせ て い る こ と を 強 調)と な っ て い る 。 ま た,マ ニ ュ
ア ル で 指 摘 し て あ る 下 位 者 へ の 表 現("thou""thee""thy"の 使 用)が 多 用 さ れ て お り,典 型 的 な
下 位 者 宛 の レ タ ー と 思 わ れ る 。
参 考 ま で に,こ れ に 対 す る 返 事 は 以 下 で あ る 。













本 状 は,レ タ ー(11)と は 対 照 的 に 丁 寧 な 書 き 方 と な っ て い る 。 冒 頭 で レ タ ー の 受 取 に 言 及
し,相 手 を 訪 問,説 明 す る 旨 述 べ て い る 。 さ ら に,相 手 が 疑 問 に 思 っ て い る 残 金(4000ク ラ ウ
ン)に つ い て 説 明 し て い る 。
本 状 は,冒 頭,末 尾 の 挨 拶 を 活 用 し た 上 位 者 宛 の ス タ イ ル を 保 っ て い る 。 当 然 の こ と で あ る
が,レ タ ー(11)で 多 用 さ れ て い た"thou""thee""thy"表 現 は 見 ら れ な い 。
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レター(11)(12)は マ ニ ュア ル の教 え 通 りの上位 者宛,下 位 者宛 の場 合 の 書 き方 を明 白 に意
識 した例 で あ る。
4-2.特 徴
こ れ ま で の 検 討 か ら 言 え る こ と は,16世 紀 の レ タ ー に は,冒 頭,末 尾 の 挨 拶 が 必 要 と さ れ た
こ と で あ る 。 そ の 挨 拶 の 程 度(仰 々 し さ,簡 潔 さ)に よ っ て,上 位 者 宛,同 等 者 宛,下 位 者 宛 の
書 き 方 の 差 が 生 じ る[レ タ ー(7)(8)は 同 等 者 宛 に も か か わ ら ず,上 位 者 宛 と 同 じ 書 き 方 を 採
用 し た 定 型 化 さ れ た 様 式 で,こ こ で は 参 考 に な ら な い]。
例 え ば,冒 頭 の 挨 拶 に 関 し て,
























な ど,活 用 さ れ て い る 。
上 記 の 例 か ら わ か る よ う に,冒 頭 の 挨 拶 は,冗 長 さ,仰 々 し さ の 点 に お い て,わ ず か で は あ る
が,そ の 差 が 認 め ら れ る 。 受 信 者 の 地 位 が 下 が る に つ れ,若 干 表 現 が 簡 潔 に な る よ う に 思 わ れ る
[下 位 者 宛 の レ タ ー(9)は や や 仰 々 し い が,こ れ は,発 信 者 で あ る 主 人 が 受 信 者 の 従 業 員 に 親 し
み を 込 め て 書 い た せ い か も し れ な い]。
ま た,冒 頭 敬 辞(salutation)と し て,上 位 者 宛["Sir"(1),"RightworshipfulSir"(12)],同 等
者 宛[`Trulyandwell-beloved"(3),"Righttrusty"(4)]な ど の 例 も見 ら れ る 。
末尾 に関 しては,冒 頭の挨拶以上 に明確 にその差が認め られる。例 えば,
1)上 位者宛:





























の よ う に,上 位 者 宛 の 場 合,用 件 説 明 の 終 了 表 現(「 以 上 」)に 続 き,神 に 言 及 し た 仰 々 し い 挨 拶
が 用 い ら れ て い る 。 同 等 者 宛 の 場 合 は,そ れ よ り も や や 簡 潔 に な っ て い る 。 下 位 者 宛 の 場 合 は,
レ タ ー(9)を 除 い た レ タ ー(10)(11)の 簡 潔 な 書 き 方 が 基 本 と な る 。
冒頭,末 尾の挨拶 に関 して,表 現の仰 々しさ,簡 潔 さなど,受 信者の地位に応 じた違いはある
けれ ども,な ぜ このような挨拶が レターに必要 とされたのであろうか。恐 らく,通 信技術が十分
発達 していなかったため と思 われる。当時は通常,情 報を伝達するためには,人 と人が直接向 き
合 って話すのが最 も一般的であった。直接出向 くことができない場合 に,隔 地者 間の主 な通信手
段の レターが活用 されたのである。 レターは,直 面的 なコミュニケーシ ョンの補完にす ぎなか っ
た。そのレターの活用に より,離 れ離れの者同士は 「あたか も目の前 にいるかのように」(1),
「一種 の話 し合い」(H),「 親 しいスピーチ」(皿),「 相互 の談話」(皿)が 可能 になったのであ
る。そのため,レ ター といえども,人 が直接話す時 と同様 に,用 件に入 る前の ご機嫌伺い ・挨拶
が必要 とされた。 また,主 目的の用件(連 絡事項)の 伝達が終った時にも,最 後のお別れの挨拶
が求め られたのである。
次 に,本 文の言及項 目では,
84商 経 論 叢 第40巻 第2号(2004.12)



















な ど,共 通 項 目 と し て 挙 げ ら れ る 。
特 に レ タ ー 言 及 に 際 し て,上 記 の よ う に 日 付 が 明 記 さ れ て い る の が 一 般 的 で,し か も,
"Marchlast"(9)
,"Thursdaynext"(ユ0),``Julylastast"(12)な ど,時(月,曜 日)を 強 調 す る た
め の 修 飾 語(下 線 部)が 頻 繁 に 用 い ら れ て い る 。
こ の よ う な 神,受 発 信 レ タ ー へ の 言 及 は,当 時 の 交 通 事 情 が 反 映 さ れ て い る 。 船 が 無 事 到 着 す
る こ と は 神 の お か げ で あ り,同 時 に,レ タ ー が 確 実 に 届 い た か ど う か は 発 信 者 に と っ て 最 大 の 関
心 事 で あ っ た と 思 わ れ る 。 例 え ば,発 信 レ タ ー に 関 し て,"...inmylastletters ,whichIdoubt
notbythistimeyouhavereceived."(9)の よ う に,レ タ ー の 到 着 を 期 待 ・確 認 し て い る ケ ー ス
も あ る 。
今 まで述べ た傾 向は,実 際の商人レターにも見 られるのであろうか。
5.商 人 レ タ ー
当 時 の レ タ ー は,果 た し て マ ニ ュ ア ル の 教 え に 従 っ て い る の だ ろ う か 。
5-1.レ タ ー 例
最 初 の 例 は,英 文 レ タ ー マ ニ ュ ア ル が 発 行 さ れ る 以 前 の1542年 の も の で あ る 。















本 状 は,娘 の 採 用 を 依 頼 し た や や 私 的 な 内 容 で あ る が,上 位 者 宛 の 依 頼 状 ら し く,敬 称
("Sir"),冒 頭 な ら び に 末 尾 の 挨 拶 が 活 用 さ れ て い る 。 用 件 は,"Iunderstand"で 始 ま り,用 件 の
説 明 終 了 表 現(「 以 上 」;"Nomore")で 簡 潔 に 終 え て い る 。dictamenの 影 響 が 窺 わ れ る 。 本 文 上
で 神 へ の 言 及("bythegraceofGod")も 見 ら れ る 。
次 は1543年 の 例 で あ る 。

































本 状 は,結 尾 語("apprentice")か ら わ か る よ う に,見 習 中 の 弟 子 か ら 主 人 へ の 連 絡 で あ る 。
冒 頭 の 挨 拶,通 知 表 現("beadvertised")の 後,用 件(「 船 の 掌 捕 状 況 」)を や や 冗 長 に 説 明 し て
い る 。 し か し な が ら 本 状 で は,末 尾 の 用 件 説 明 終 了("Othernewsbeherenone:")を 告 げ て
い る に も か か わ ら ず,情 報(「 オ ラ ン ダ 人 の 動 向 」 「オ ッ ト ウ エ ル 氏 の 商 品 購 入 」)の 追 加 後 に 結
び の 挨 拶 で 終 え て い る 。 従 来 の 用 法 と は 異 な っ た 書 き 方 で あ る 。 本 文 で は 神 へ の 言 及("Ipray
Godsendthemgoodnews.""thanksbetoGod""withGod'sgrace"),時 の 強 調 表 現("Sunday
last")が 見 ら れ る 。 結 び は 定 型 の 終 り 方 が 採 用 さ れ,レ タ ー 形 式 は 整 っ て い る 。
次 は1983年 の も の で あ る 。 商 人 は マ ニ ュ ア ル を 手 に 取 る こ と が で き た 時 期 で あ る 。
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JohnNewberg.
本 状 は,結 尾 語(``Yoursassured")か ら同等 者 間 の連 絡 と思 わ れ る。 冒頭 の挨 拶,定 型 の 発
信 レター に言及 後,種 々 の用件(「 船 で の移 動 状 況」 「商 品,お 金 の発 送 ・受取 の確 認」 「商 品の
購 入 」 「当地滞 在 の好 ま しい状 況説 明」 「同僚 の移動 や財 務 状 況」)が か な り詳 細 に説 明 されて い
る。 また,神 へ の 言及("Godbethanked""Godmakesusthankfulforit .""withthehelpof
God""itshallpleaseGodtosendthereof'"Godsendthemandussafereturn .")が 頻 繁 に な さ
れ,時 の強調 表現("Februarylast")も 見 られ る。 末尾 も仰 々 しい挨 拶 で終 えて い る。
次 も 同 じ 発 信 者 か ら 下 位 者 へ 宛 て た レ タ ー で あ る 。







































本 状 で は,冒 頭 の 挨 拶 も な く発 信 レ タ ー に 言 及 し た 後,用 件 で あ る 現 地 の 状 況(「 輸 送 手 段 で
あ る ラ ク ダ の 不 足 」 「冬 場 の 好 況 期 待 」 「資 金 不 足 に よ る 商 品 入 手 の 困 難 さ 」 「移 動 予 定 」)を 詳 し
く説 明 し て い る 。 最 後 に,現 在 の 商 品 状 況(値 段)を 明 ら か に し,終 え て い る 。 神 へ の 言 及("I
prayGod""byGod'shelp"``WithGod'shelp"),時 の 強 調 表 現("Maylastpast")も 見 ら れ る 。 冒
頭,末 尾 の 挨 拶 は な く,下 位 者 宛 の レ タ ー 形 式 と な っ て い る 。
次 は1584年 の レ タ ー で あ る 。































本 状 で は,冒 頭 の 挨 拶 後,定 型 の 発 信 レ タ ー に 言 及 し,そ の 内 容(「 予 定 の 変 更 」 「バ ザ ー ル の
開 催 に ま つ わ る 問 題 点 」)を 確 認 し て い る 。 次 に,用 件 で あ る 商 品 発 送 の 準 備 状 況,出 発 の 予 定
な ど を 説 明 し,最 後 に,ニ ュ ー ベ リ ー 氏 の ト ラ ブ ル に 触 れ,仰 々 し い 結 び で 終 え て い る 。 神 へ の
言 及("Godknoweth""Godgrant")が 見 ら れ る 。 上 位 者 宛 の レ タ ー で あ る 。
次 も 同 じ1584年 の 例 で あ る 。






































本 状 は,同 等 者 間 の 連 絡 ら し く,内 容 は わ か りや す く 読 み や す い 。 最 初 は,定 型 の 挨 拶 で 始 ま
り,定 型 の レ タ ー 受 取 に 言 及 し て い る 。 以 下,用 件 を 事 項 ご と に"advertise""And"c`Inthe
meantime"`Thatandallothermatter_"な ど 通 知 表 現 や 接 続 語 句 を 活 用 し,論 理 的 に 説 明 し て い
る 。 神 へ の 言 及("Godblessing"),時 の 強 調 表 現("lastJune")も 見 ら れ る 。 末 尾 も``Thus_
wishing..."発 信 場 所 ・年 月 日"From...",結 尾 語("friend")と 定 型 の 結 び で 終 え て い る 。
次 は1588年 頃 の 例 で あ る 。



































本 状 は,冒 頭 敬 辞(敬 称 な し)と 結 尾 語("master")か ら,典 型 的 な 下 位 者 宛 へ の 連 絡 で あ
る 。 内 容 的 に は ビ ジ ネ ス と い う よ り も や や 私 的 な 用 事 に 近 い が,不 要 な 言 い 回 し も な く,非 常 に
簡 潔 な 書 き 方 で あ る 。 冒 頭 の 挨 拶 は な く,い き な り用 件 に 入 り,結 び も や や ぶ っ き ら ぼ う な 終 り
方("'Thus_Iend_")と な っ て い る 。
5-2.特 徴
これまでの検討 をよ りわか りやす くす るために,商 人 レターに関 して もモデル レター と同様
に,冒 頭 と末尾 を取 り上 げる。
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ま ず,冒 頭 の 挨 拶 に 関 し て(「/」 は 改 行),






















の よ う に な っ て い る 。
一 見 し て わ か る よ う に
,モ デ ル レ タ ー の 場 合 よ り も 丁 寧 な 挨 拶 が 採 用 さ れ て い る 。 上 位 者 宛 の
場 合,冒 頭 敬 辞,冒 頭 の 挨 拶,通 知 表 現 あ る い は 受 発 信 レ タ ー に 言 及 し た 後,用 件 が 説 明 さ れ て
い る 。 同 等 者 宛 の 場 合 も 同 じ ス タ イ ル が 採 用 さ れ て い る 。 下 位 者 宛 の 場 合 に は 挨 拶 は 略 さ れ て い
る 。
次 に,末 尾 の 挨 拶 に 関 し て は,
























こ こで は,や や ば らつ きが見 られ る[レ ター(2)の よ うに,用 件 終 了 表現 に もか か わ らず,
追加情 報 が提 供 されて い るケ ース もあ る]が,冒 頭 の挨 拶 と同様 に,上 位 者,同 等者 宛 にはや や
丁 寧 な挨拶 の採用,下 位 者宛 の挨拶 な し(4)か,簡 単 な挨拶(7)の 採 用 な どの違 いが見 られ る。
商人 レターでは,下 位者宛の場合 を除いて,上 位者,同 位者宛の場合は冒頭,末 尾 ともやや冗
長かつ丁寧な挨拶が採用 されている。モデル レターに見 られたような上位者宛 と同等者宛の違い
は顕著ではない。
このように,マ ニュアル上で強調 された 「上下関係 を意識 した書 き方」 は,実 際の商人 レター
で は,マ ニュアルの指摘ほ ど明 白には認め られなかった。簡潔 に書 かれた下位者宛 レター(4)
(7)を 除 くと,上 位者宛 レター(1)(2)(5),同 等者宛 レター(3)(6)は ほぼ同 じような トー
ン ・ス タイルであ った。形式 もほぼ同 じで,冒 頭の挨拶,通 知表現あるいは受発信 レターに言及
した後,用 件 が説 明されている。末尾 も,結 びの挨拶(終 りの指示,別 れの挨拶),発 信場所 ・
年月 日,結 尾語で終 えている。
商人 レターの上位者宛,同 等者宛の場合 に,モ デルレターに見 られたような明確 な差が認め ら
れなかった ことはなぜ なのか。実際の ビジネスに従事 している人 々が レターを書 く際に,相 手の
地位 ・階級 をそれ程意識 していなかったのであろうか。そうではない。彼 らは,相 手 の社会的地
位 を無視 していた とい うことで はな く,自 分 の部下(弟 子)へ の連絡 を除いた外部のすべての受
信者 に対 しては,地 位 に関係 な く,等 しく相 手を敬 う気持 ちが強 く働 いたようである。そのた
め,用 件 とは直接関係 のないやや冗長かつ丁寧 な挨拶 が,冒 頭 と末尾 に採用 されたのであろう。
いみ じくも,マ ニュアルで指摘 された 「神へ の信仰」 「倫理 ・道徳の大切 さ」か ら導かれた もの
と思われる。
また,本 文上での神への言及,受 発信 レターへの言及 は,モ デルレター と同様 に頻繁になされ
てお り,大 きな違いはない。当時の一般的な傾向 と言える。
6.ま と め 一16世 紀の特徴 一
現在で も日本文のビジネス文書(レ ター)で は,
「(拝啓)貴 社 ます ます ご清栄のこととお喜び申 し上 げます。」
「(拝啓)毎 度格別 のご愛顧 を賜 り,厚 く御礼 申 し上 げます。」
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など,冒 頭の挨拶で始 ま り,用 件の伝達が終了 した末尾では,
「今後 ともなにとぞ倍 旧の ご愛顧 を賜 ります よう,お 願い申し上げ ます。(敬 具)」
「どうぞ,よ ろしくお取 り計 らい下 さるようお願い申 し上げ ます。(敬 具)」
など,結 びの挨拶で終 るのが一般的な書 き方である(13)。
このような日本式用法 は,現 代 の英文 ビジネスレターでは最 も望 ま しくない書 き方 と指摘 さ
れ,英 文 レターで は冒頭,末 尾の挨拶 は不要,単 刀直入 に用件のみ を伝 えればよいと教 えられて
いる。
ビジネス上の用件伝達 とい う同 じ役割 を担 っているビジネス レターであ りなが ら,単 に 日本
語,英 語 とい う言語の違いか ら,こ のような書 き方の違いが生 じるのは何故なのか,英 文 レター
では昔か ら挨拶 は不要 とされていたのか,そ の理由は何 なのか,な ど常 々疑問に思 っていた。
今 回,そ の ような疑問の一部が解 明 された ように思 う。16世 紀 の英文 レター には 日本文 レ
ター と同様 に,冒 頭,末 尾の挨拶が採用 されていたのである。
なぜ16世 紀の英文 レターに挨拶が必要 とされたのか。それは,当 時の人 々が レターの存在 を
どの ように考 えていたか という点か ら明 らかになる。
16世 紀の人々にとって,レ ターは,「 お互いに離れている者同士が 自分 の思い を明 らか にする
文書」(1)で あ り,「一種 の話 し合い」(H),「 親 しみのあ るス ピーチ」(皿),「 相互 の談話」
(皿)を もた らす もので もあった。人 々は,レ ター を介 して,「 あたか も目の前 にいるかの よう
に」(1),「 心 と心の触れ合 い」(1)や 「友情 を深め る」(1)こ とができたのである。
この ように,当 時 はいわゆる直面的 コミュニケーシ ョンが主で,あ くまでもレターは,そ れを
補完する役割 を担 っていた。 レター といえ ども発信者,受 信者同士が対面 しているかのように書
く必要があった。従 って,通 常 の話 し合いの場合 と同様 に,レ ターに も最初の ご機嫌伺 い(冒 頭
の挨拶)が,そ して用件 の説明が終った後,別 れ(末 尾)の 挨拶が要求 されたのである。
さらに,も うひとつの要因 として,当 時の社会状況が挙 げ られる。当時は階級社会であったた
めに,レ ターを書 く場合で も発信者は常 に,相 手(受 信者)の 身分 を考慮 しな くてはな らず,マ
ニ ュアル上の教 えで も 「(相手 の)上 下関係 を意識 した書 き方」が強調 されてい る。モデル レ
ターでは確かに,上 位者宛,同 等者宛,下 位者宛 など,相 手の身分に応 じた書 き方の例が提示 さ
れてお り,挨 拶文の仰々 しさ,簡 潔 さの程度の差が見受 けられた。実際の商人 レターで も,挨 拶
文 を挿入す るこ とによって,相 手への尊敬,親 しみを もた らす効果が見受け られた。ただ,非 常
に細かな点であるが,モ デルレターでは,上 位者,同 等者,下 位者 と階級 が下がるにつれ,そ の
表現が徐 々に簡略化 される変化 が見 られた。 しか し,商 人 レターでは,挨 拶文は不要,も しくは
簡潔 な挨拶が採用 された下位者宛の場合 を除 くと,上 位者へ はもちろん,同 等者 間で もやや冗長
な挨拶文が採用 されていた。 このような違 いはあったが,当 時の レターには挨拶文の挿入 ・採用
が一般的であった。
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また,16世 紀 の特徴 として,レ ター本文の中で,「 神への言及」 「受発信 レターに言及」が頻
繁 に見受け られた。これは,当 時の移動手段の未発達な状況か ら,人 の移動,モ ノの移動に際 し
ては,「 無事 に到着す る」 ことが最大の関心事 であった。そのため,関 係者に とって船の到着,
レターの受(発)信 が重要 な確認事項のひ とつで,レ ター本文で も常に言及 されている。 また,
そのような無事到着,受 信 はひ とえに 「神」のおかげであ り,感 謝の祈 りを捧 げることが神への
信仰 を尊ぶ当時の状況か ら当然のことであった。
さらに,形 式上の問題 であるが,受 信者の身分 を意識 しなければな らないという視点か ら,尊
敬 の気持 ちをよ り明確 に表 わす方法 として,結 尾語の表現 だけでな く,そ の位置の重要性(「 右
側」「中央」「左側」)も 指摘 されている。 この使 い分 けの具体 的なレター例 は見つけ られ なかっ
た。当時の人々が この教 えを知 っていたか どうかわからないが,こ れまでの種 々の レター形式か
ら判断す ると,結 尾語(署 名)は,末 尾 の右側 に位置するのが普通 であった。つ まり,発 信者が
結尾語(署 名)を 右側 に配置す ることは,上 位者宛 を意味 し,「相手を尊敬 している」 「相手 に失
礼 にな らない」 ことにな り,以 後 自然 と右側 に書 く用法が定着,一 般化 していったのか もしれな
い 。
今か ら500年 も前の時代 に,レ ターを書 く際に,「 一般的かつ親 しみのあ る言葉」(1)で,
「①簡潔,② 明瞭,③ 平易,④ 敬意 を心がけること」(V)が 既 に強調 されていた ことは驚 きであ













(3)上 記 結 尾 語 の 例 に"(your)_servant"の 表 現 が 見 ら れ な い 。 仰kし い 書 き 方 が 普 通 で あ っ た 当 時 の 傾
向 か らす る と,相 手 を 奉 り,自 分 を 卑 下 す る 結 尾 語 と し て は"servant"が 最 適 と思 わ れ る 。 当 時 は ま だ,
こ の 表 現 が あ ま り一 般 的 で は な か っ た の だ ろ う か 。 そ れ と も あ ま り に も 一 般 的 す ぎ て,あ え て 例 示 す る





















(13)田 中 四 郎 『公 用 文 ・ビ ジ ネ ス 文 例 集 』 永 岡 書 店,ユ989年,191-284ペ ー ジ 参 照 。
